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指定管理者評価シート

事業名 青少年科学館等運営管理業務 所管課（電話番号）

Ⅰ　基本情報

１　施設の概要

名称 札幌市青少年科学館 所在地

開設時期 延床面積

目的 科学及び科学技術に関する知識の普及啓発を通じて、創造性豊かな青少年の育成を図る

事業概要

主要施設 札幌市青少年科学館、札幌市天文台

２　指定管理者

名称 公益財団法人札幌市生涯学習振興財団

指定期間

募集方法

非公募

指定単位

業務の範囲

３　評価単位

教育委員会生涯学習部生涯学習推進課（211-3871）

厚別区厚別中央１条５丁目２-20

昭和56年10月（平成９年３月第２期整備） 10,017㎡

①　科学及び科学技術に関する資料及び装置の展示
②　プラネタリウム及び天文台による天文知識の普及啓発
③　科学に関する図書その他の資料等の収集・配布及び提供
④　科学及び天文に関する実習・実験及び講習会等の開催
⑤　科学館が収集し、又は展示する資料、装置等に関する調査研究及び他機関との協力

令和５年４月１日～令和10年３月31日

非公募の場合、その理由：
・　学校教育との連携や生涯学習施策の推進の観点から、施設における事業運営にあたり、札幌
市と指定管理者が一体的に取組み、札幌市が積極的な関与を行う必要があるため
・　科学館の管理運営を平成11年から継続的に担っており、十分な経験とノウハウ、専門的人材
等を有しているため

施設数：1

複数施設を一括指定の場合、その理由：

①　総括管理業務
②　施設・設備等の維持管理に関する業務
③　事業の計画及び実施に関する業務
④　施設の利用等に関する業務
⑤　前４業務に付随する業務

施設数：1

複数施設を一括評価の場合、その理由：
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項　目 実施状況 所管局の評価

▽　管理運営に係る基本方針の策定 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

Ⅱ　令和6年度管理業務等の検証

指定管理者
の自己評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

「知に親しみ、楽しさが共有される科学館」、「学校と
協働する科学館」、「地域と手をつなぐ科学館」、「す
べての人に開かれた、安心安全な科学館」、「環境
に配慮した、効率的・効果的な運営」を基本方針・基
本目標に掲げ、「科学に親しみ、科学を楽しむ。人と
まちに寄り添う科学館」の推進に寄与した。

これまでの運営経
験や培われたノウ
ハウやネットワーク
を活かし、高度な学
習機会を提供する
ことができた。

再開館後もこれま
での経験、ノウハウ
を活かした学習機
会の提供を実施し
ていることを評価す
る。
引き続き、幅広い
世代の市民に親し
まれる事業の実施
を期待する。

不当な差別的取扱いをしないため、市民からの意見
や要望を聞く姿勢を常に持つとともに、札幌市青少
年科学館条例や施行規則を遵守し、観覧料の減免
等についても適正に取扱った。

条例・規則等を遵
守し、市民意見の
聴取や適切な広報
を通して、団体・一
般客の平等利用に
努めた。

条例・規則等に基
づいた平等利用の
取組を実施してい
ることを評価する。
引き続き、適切な取
扱いを期待する。

▼　電気、水道、地域熱等の使用については昨年導
入された省エネ性能の高い機器類を、設備保守委
託業者と効率のよい稼働方法について確認を行い
ながら、運用した。
▼　廃棄物については、できる限り細分化し、分別し
てから廃棄した。
▼　「環境科学展」の開催により、省エネ・環境配慮
に関する情報を提供することで、市民への興味関心
を喚起し、市民へのPRに努めた。
▼「秋のスペシャルウィークス　エネルギーの未来を
考えよう！」を開催し、人力発電や水素エネルギー
について体験を通して学ぶことのできる場を提供す
ることで、市民へのクリーンエネルギーに関する興
味関心を喚起した。

可能な限り効率的
なエネルギー運用
ができる環境整備
に努めた。発生した
廃棄物について
は、清掃業務委託
業者とも連携し、可
能な限り分別して廃
棄した。
近隣の企業や団体
等と連携した、環境
問題と対策技術の
現状を学べる展示
「環境科学展」や
「秋のスペシャル
ウィークス　エネル
ギーの未来を考え
よう！」を開催する
ことにより、市民に
対して環境配慮や
新エネルギーに関
する知識を周知す
ることができた。

業者とも連携を図
り、効率的なエネル
ギー運用ができる
環境整備を実施し
たことを評価する。
環境科学展におい
ては、市内等の企
業や団体と連携し、
環境問題と対策技
術の現状などにつ
いて、子どもたちに
わかりやすく広めた
ことを評価する。
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▼　業務分担、指揮命令系統、連絡系統を定めた。

▼　館長１名、課長２名、係長５名を配置した。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

業者とも連携を図
り、効率的なエネル
ギー運用ができる
環境整備を実施し
たことを評価する。
環境科学展におい
ては、市内等の企
業や団体と連携し、
環境問題と対策技
術の現状などにつ
いて、子どもたちに
わかりやすく広めた
ことを評価する。

適切な人員配置を
行うとともに、効果
的かつ効率的な施
設運営を行い、
サービスの維持確
保に繋げることがで
きた。

管理運営組織が確
立されていることを
評価する。
他部署との情報共
有を行い、意思決
定できるよう組織体
制づくりをさらに進
めること。

▼　充実したサービスを提供できるよう、適宜正職
員・嘱託職員・契約職員・パート職員等の採用を行っ
た。

▼　定期的に職員会議を行い、様々な問題について
協議し、職員間で情報の共有をすることで、充実し
たサービスの提供に努めた。

▼　人材育成のため、動画を用いたeラーニングで
の研修を実施するとともに、オンライン含めた外部
研修等に参加した。また、財団の「人材育成基本方
針」の「目指す職員像」に掲げる「自立型職員」へと
成長させていくための第一歩として、職員の意識に
訴えるような動画研修、全係長職員への一人90分
間の面談、それに基づく組織分析、目標管理の体験
（係長職、一般職）、その体験結果に基づく職位別
（係長職、一般職）の集合研修などを業務委託によ
り実施した。

研修会等にも積極
的に参加すること
で、職員の専門性
の向上、技術の向
上、意識の向上を
図ることができた。

研修会等について
は、対面の他、オン
ラインを活用するな
ど、職員の専門性、
技術の向上に努め
たことを評価する。
専門性が求められ
る分野であることか
ら、継続した人材育
成を期待する。

▼　「財団就業規則」や「財団給与規定」に基づく勤
務条件のもとで、適正な労働環境の確保に努めて
いる。法定労働時間を超えての労働については、36
協定を労使で締結し、労働基準監督署に届け出た。

各種法令を遵守し、
快適な職場環境を
維持するよう努め
た。

就業規則や労使協
定等については、
研修や会議等の機
会を利用し、職員
への周知に努めて
いただきたい。   
   
   

▼　職員の安全と健康を確保するとともに、快適な
職場環境の形成を促進するために必要な事項を「財
団安全衛生管理規則」や「衛生委員会設置要綱」で
定め、衛生管理者を設置し衛生委員会を設けた。

▼　グループウェアを積極的に活用した業務体制づ
くりを進めるなどして、各部署間での迅速かつ正確
な情報管理を行った。

これまでの運営経
験で培われたノウ
ハウを活かすととも
に、IT技術を活用す
ることで管理水準の
維持向上につなげ
た。

グループウェア導
入を機に、業務改
善を実施するなどし
て会議回数を減ら
す等の科学館全体
の業務プロセスの
再構築をし、実質
的な効率化が見え
るよう期待したい。

▼　日常から事故防止に努めるとともに、マニュアル
により、事故発生時の迅速かつ適切な対応をし、事
故原因についても迅速に改善、再発防止を心がけ
た。



（別紙１）

4

開催回 協議・報告内容

＜協議会メンバー＞

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

▼　設備機器を適切に維持するため、電気技術等
専門的な技術・資格を要する施設設備の保守管理
を中心に、複数の業務を集約させ、再委託した。
　

施設の維持管理お
よび展示物の保守
管理を同一業者に
委託することで、経
費の縮減および業
務の効率化を図る
ことができた。

工夫により、経費を
削減したことを評価
する。今後も長期
的に経費が削減で
きるよう取り組むこ
とに期待したい。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

学校関係者や学識
経験者から当館事
業の運営について
アドバイスをいただ
き、以後の事業運
営に活用することが
できた。

科学館の運営管理
における有意義な
意見交換が行われ
る場となるよう、引
き続き、協議手法
について検討する
こと。
運営委員会で寄せ
られた意見を具体
化するためのス
キームを検討する
こと。

第１回
７月11日

・令和５年度の来館者数と事業の報告に
ついて
・令和６年度の来館者数と事業の報告に
ついて（４～６月の報告）
・今後の事業計画について
 科学館の運営上の課題について

第２回
11月14日

・令和６年度の来館者数と事業の報告に
ついて（７～10月の報告）
・今後の事業計画について
・科学館の運営上の課題について

第３回
３月６日

・令和６年度の来館者数と事業の報告に
ついて（11～１月の報告）
・今後（令和７年度）の事業計画について
・科学館の運営上の課題について

北海道情報大学 副学長（現学長）、札幌市立百合
が原小学校校長、札幌市立平岡緑中学校校長、札
幌市厚別東地区青少年育成委員会会長、一般財団
法人北海道歴史文化財団常務理事、札幌市教育委
員会生涯学習部生涯学習推進課長、札幌市青少年
科学館館長

▼　資金管理については、指定管理業務、自主事業
ごとの区分経理を実施しており、公認会計士及び公
認税理士による外部監査を導入し、適正に対応して
いる。
　インボイスや軽減税率、その関連事項などに注意
して適性に処理した。

資金管理、現金等
の取り扱いについ
ては、取扱要領等
に則り、管理体制を
整備することで、重
大な事故を起こすこ
となく、適正に管理
することができた。

適正な資金管理が
行われていることを
評価する。
今後も事故を未然
に防ぐため、職員
の意識啓発に努め
ていただきたい。
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▽　要望・苦情対応

▼　流動性や利回り等に配慮し、金融機関及び金融
商品の安全性に一層留意した対応を行っている。ま
た、資産の健全性確保を図るため、「資産管理運用
方針」等を定め、遵守している。

適正な資金管理が
行われていることを
評価する。
今後も事故を未然
に防ぐため、職員
の意識啓発に努め
ていただきたい。

▼　現金等の取扱いを適正に行うため、「経理面で
不正防止対策について」に則り、事故・不祥事を未
然に防ぐ取組みを行っている。

規約の周知徹底を
図り、事故なく適正
に管理することがで
きた。

▼　現金等の取扱いについては「小口現金取扱要
領」に則り、適正に行っている。

▼　要望・苦情対応について報告書を作成し、職員に
周知している。

要望・苦情について
は、報告書で残すと
ともに、回答につい
ても素早い対応を
することができた。

苦情等について
は、利用者からの
声を真摯に受け止
め、さらなるサービ
スの向上に繋げる
ことを期待する。
また、要望・苦情に
対応し、改善された
ことが見える化する
ことにも努めていた
だきたい。

▼　全ての職員が常に的確な対応ができるように、情
報の蓄積を行い、対応方法等の情報の共有化を図る
ことで、迅速な対応に結び付けている。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自
己評価の実施）

▼　職員の接遇や施設の利用環境、事業に関する満
足度を総合的に伺う「利用者アンケート」を実施した。
各事業やイベントごとにアンケートを実施した他、冬休
み期間中に館内で開催した冬の特別展に合わせて、
会場前にてノベルティグッズとして特別展オリジナル
キャラクターの缶バッジを配布してアンケートを実施し
た。寄せられた利用者の声は事業運営等に活かして
いる。

科学館全体に関す
る満足度について
は95％以上となり、
高い満足度である
ことがわかった。
科学教室や講座、
移動天文台等の各
事業においても、個
別にアンケートを実
施しており、人気の
あるコンテンツは継
続し、要望があるも
のは次回に反映す
るなどして、来館者
が再び参加したい
と思えるような魅力
的な事業づくりに役
立てた。

利用者の高い満足
度がうかがえること
を評価する。今後も
目標数のアンケー
ト数を回収し、運営
に生かすことに期
待する。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有
無などの安全衛生面を含む)

職員の働きやすい
環境となるよう適
宜、財団の諸規則
の見直しを行うとと
もに、職員の声にも
常に耳を傾けなが
ら、業務が平準化
するよう努めるこ
と。

▼　財団諸規則の見直しや、ハラスメント相談窓口
を設置するなどし、適正な労働環境の確保に努めて
いる。

関係法令を遵守し、
雇用環境の向上に
努めた。

▼　「財団就業規則」や「財団給与規則」に基づく勤
務条件のもとで、適正な労働環境の確保に努めて
いる。法定労働時間を超えての労働については、36
協定を労使で締結し、労働基準監督署に届け出た。
教育委員会からの助言があったことから、残業数を
減らす意識を今一度組織で共有した。

▼　第三者委託により実施している業務について、
受託者に当該業務従事者の労働環境に関わる情報
提供を求めた。

▼　施設内での事故は無かった。
事故防止対策として、適宜職員が巡回を行う他、動
線を確保し利用者がつまづかないような環境を心掛
けている。
展示物やカウンターには、子供が転倒して頭をぶつ
ける可能性もあることから、ソフトコーナー（角につけ
るカバー）を取り付けている。

社労士に委託し、
相談窓口の設置や
労務環境及び諸規
則についての相談
を行い、職員の労
働環境の改善に繋
げた。ハラスメント
防止研修を全職員
対象に実施し、職
員の意識の向上に
努めた。

労使協定（特別条
項）で定める時間外
労働時間をわずか
に超えた月がある
職員がいたため、
労使協定を遵守す
るように助言し、そ
の後は超過した職
員がいないことを確
認。
時間外労働時間の
把握は、労務管理
の中核的な内容で
あり、職員の労務
管理を適切に行う
ことは、施設を安定
的に運営するにあ
たって非常に重要
であることから、就
業規則、労使協定
等を遵守し、職員
の労働環境の向上
に一層努めること。

▼　札幌市ワーク・ライフ・バランス取組企業認証を
受けており、職員のハラスメント防止研修の実施、
育児休業の取得促進など雇用環境の向上に努めて
いる。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向
上への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▼　災害時の対応について、財団で定めた消防計
画、火災避難誘導要領、自衛消防組織編成等に即
して、適切に役割分担を行い、利用者の安全確保に
努めている。
また、緊急連絡網を作成し、有事に備えた連絡体制
を整備している。

・施設管理者賠償責任保険
対人賠償　1事故1,000,000,000円（免責なし）
　　　　　　　1人　　100,000,000円（免責なし）
対物賠償　1事故　50,000,000円（免責なし）

・レジャー・サービス施設費用保険
死亡1名あたり500,000円　後遺障害1名あたり
500,000円
入院1名あたり ～100,000円　通院1名あたり ～
50,000円

・レクリエーション傷害保険
死亡・後遺障害1名あたり1,000,000円
入院日額1,500円　通院日額1,000円

各種災害に関する
避難マニュアル等
を作成し、定期的な
防災訓練を行うこと
で利用者の安全確
保に努めることがで
きた。

適宜、災害マニュア
ルの見直しを行う
等、引き続き、利用
者の安全確保の強
化に向けた取組を
期待する。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、
修繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▼　清掃、警備、保守点検等について仕様書に基づ
き、適切に実施している。なお、設備保守、展示物保
守、清掃、警備、エレベータ、エスカレータ保守、電
話交換機保守、そ族害虫駆除、除雪、樹木芝生管
理、自動扉、消防設備、吸収式冷凍機等、特殊展示
物保守については、第三者委託により実施してい
る。

第三者委託業務に
ついては、適正な
管理監督を行い、
業務完了時には完
了報告書を受け、
業務内容について
監督した。
確認後は毎月報告
書を提出し委託業
務の適正な管理等
を行った。

適切に取り組まれ
ていることを評価す
る。
施設の老朽化への
対応については、
利用者だけでなく、
近隣住民にも大き
な影響を与える事
故に発展する可能
性があることから、
教育委員会への密
な連絡・報告を徹底
すること。

▼　躯体の老朽化に伴う修繕については、札幌市教
育委員会と調整を図り、対応した。

施設・展示物の維
持管理について、
財団で修繕可能な
ものは速やかに修
繕を行った。
 リニューアルされた
展示物についても、
適正に管理した。

▼　機器設備等の故障個所等については、可能なも
のは速やかに修繕を行った。大規模な設備の修繕
に関しては、札幌市教育委員会と調整を図った。

▼ 新規展示物の初期不良に対する対応や、効率的
な運営について、措置を適正に行った.
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▽　防災

▽　科学及び科学技術に関する資料及び装置の展示 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

適切に取り組まれ
ていることを評価す
る。
施設の老朽化への
対応については、
利用者だけでなく、
近隣住民にも大き
な影響を与える事
故に発展する可能
性があることから、
教育委員会への密
な連絡・報告を徹底
すること。

▼　消防計画に則り、避難訓練を実施し避難誘導体制
の確認に務めた。

開館時における火
災発生を想定し、可
能な限り現実に即
した体制で防災訓
練を実施した。常勤
の職員のほか、各
委託業者やパート
職員を含めた館に
係る全員が参加し、
実施後は全員で振
り返りを行い改善点
や正しい知識を共
有したことで、スタッ
フ全員の対応力の
向上を果たすことが
できた。
また、訓練実施に
あたり札幌市消防
局に協力いただき、
訓練の行い方につ
いて助言や訓練後
に講評をいただい
た。

適切に取り組まれ
ており評価する。
なお、公の施設で
あることを忘れずに
今後も万全の準備
をするよう努めるこ
と。

（4）事業の計
画・実施業務

リニューアル後初年
度であり、多くの来
館者が見込まれた
ため、混雑が予想さ
れる展示物に整理
券発券機や短期ア
ルバイトを配置し
た。
また、展示室内ス
タッフによる各展示
物の解説や実演な
どを積極的に行うこ
とで、リニューアル
した展示室内の魅
力を最大限に引き
上げることができ
た。

▼　常設展示 過去最高の利用者
数が訪れたにも関
わらず、1年間を通
して大きな事故も、
展示物の長期休止
もなかったことを高
く評価する。

既存の展示物に加え、リニューアルした展示物に関
しても適宜管理、展示、解説を行った。
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▼　特別展等 市民のニーズに応
え、最新の科学技
術をキャラクターや
物語性を持たせた
見せ方にすること
で、子ども達の興味
関心を高めることが
できた。
また、様々な企業
や研究機関と連携
し、最先端の情報を
届けることができ
た。
夏・冬休み以外に
も、GXに関する企
画展を実施し、未来
のエネルギー利用
について考える機
会を提供した。
再開館1年目として
多くの来場者を集
めることができ、リ
ニューアルした科学
館に足を運ぶきっ
かけを作ることがで
きた。

再開館後も多くのイ
ベントを実施したこ
とを評価する。
今後も市民の科学
や科学技術への興
味・関心を喚起でき
るようなアウトリー
チ企画を期待する。

・夏の特別展　「科学捜査展　―サイエンス町を救
え！―」
31日間開催（来場者82,907名）
特別展会場を様々な「事件現場」に設定し、体験者
自らが捜査に参加することで、捜査の中で利用され
ている科学原理や科学技術を学ぶ特別展を開催し
た。

・冬の特別展「勇者シリコンの大冒険～半導体ダン
ジョンを攻略せよ～」
14日間開催（来場者14,825名）
勇者が冒険するロールプレイングゲーム風の世界
観の中で半導体の仕組みや半導体による様々な科
学技術を体験的に学ぶ特別展を開催した。

・秋のスペシャルウィークス　エネルギーの未来を考
えよう！
9日間開催（来場者13,441名）
札幌市からの依頼により、GX（グリーントランス
フォーメーション）に関する企画展を開催した。

・環境科学展
9/7開催（来場者1,372名）
企業や団体と連携し、環境問題と対策技術に関する
実演や実験を実施した。

複数の企業・団体
に出展を依頼し、来
館者に環境問題等
について考える機
会を提供した。
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▽　科学に関する実習、実験及び講座等の開催

▼　先端科学技術講座
　山崎直子宇宙飛行士特別講演会 「これからの宇
宙の仕事～未来の宇宙産業～」
　
　１回　参加者173名

当館名誉館長であ
る山崎直子宇宙飛
行士にプラネタリウ
ム内で講演いただ
いた。
山崎氏が子どもの
ころに見た星空や
国際宇宙ステーショ
ンから見た地球な
どをプラネタリウム
内で再現する等の
工夫を施し好評で
あった。

山崎名誉館長のイ
ベントは幼児から高
齢者まで幅広い層
から人気がある内
容のため、今後も
講演などを通して
本市科学館のＰＲ
に協力いただき、こ
れまで科学に興味・
関心がなかった方
にも科学館に来館
してもらえるような
イベントの実施に期
待する。

▼学習実験室
団体予約で来館する小学４～６年生を対象に、教育
課程に沿った内容で水や磁石を扱う実験教室を実
施した。

　151回4,354名

展示室での学校向
けプログラムを充実
させることができ
た。
多くの学校が利用
し、実験や観察の
楽しさを伝えること
ができた。

子どもから大人ま
で科学を楽しめる
工作教室や実験室
を実施していること
を評価する。

実演展示は、本市
の科学館の特徴的
な事業であるととも
に、来館者の興味・
関心を高めることに
つながる展示であ
る。今後も、市民が
楽しめる工夫をし、
一人でも多くの方に
興味を抱かせるこ
とを期待する。

▼科学館の工作室
科学原理の理解を深める機会を提供するため、小・
中学生を対象に、簡単な工作教室を実施した。

通常（日祝）　153回　参加者1,609名
GW　18回　参加者219名
夏休み　39回　参加者450名
冬休み　15回　参加者108名

　

遊べる作品作りを
通して科学原理の
仕組みや道具の使
い方などを学ぶ機
会を提供できた。

▼サイエンスショー
来館者とのコミュニケーションを図りながら科学への
興味・関心を深めてもらえるよう、不思議な現象の紹
介や楽しい実験などの実演ショーを行った。
　
　1268回　34,534名
「炎いろいろ… 燃えかたのナゾをときあかせ！」ほ
か

サイエンスショーや
ワークショップなど
の実演をとおして、
科学や科学技術の
知識を提供し、市民
の興味関心を喚起
することができた。

▼日曜実験室
小中学生を対象とし、身近な題材や科学現象をテー
マにした実験教室を実施した。

130回　参加者1,665名
「きたぞ！明かりのだいかくめい」　ほか

身近な題材を取り
上げた実験を行
い、理科の面白さを
伝えることができ
た。
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▼　他団体との連携事業
企業展示出展企業によるミニセミナーなど、様々な
団体とも連携し、それぞれの専門性を生かした科学
教室・イベントを開催した。
　JAXA、北海道赤十字血液センター、ポッカレモン
㈱、札幌学院大学、厚別図書館　など22事業
　

科学館だけでは実
施できないような専
門性の高い講座や
魅力的なイベントを
行うことができた。　

また、地域との連携
も意識し、隣接施設
や周辺地域団体と
の連携も積極的に
行った。

連携先は学校団
体、公共施設、一般
企業等と多岐にわ
たった。

子どもから大人ま
で科学を楽しめる
工作教室や実験室
を実施していること
を評価する。

実演展示は、本市
の科学館の特徴的
な事業であるととも
に、来館者の興味・
関心を高めることに
つながる展示であ
る。今後も、市民が
楽しめる工夫をし、
一人でも多くの方に
興味を抱かせるこ
とを期待する。

▼展示解説ボランティア「フロアサポーター」の養成
と活用
展示物の操作方法および原理・現象を説明するボラ
ンティアを養成する講座を実施し、修了生に対して
月2回程度活動の場を提供した。
　
　登録者数　14名

生涯学習としてボラ
ンティアの活動の場
を提供することで、
幅広い世代の学び
合いが生まれた。
また、来館者への
サービスが向上し
た。

▽　プラネタリウム及び天文台による天文知識の普及啓
発

▼　一般投影・特別投影
館のリニューアルオープンに伴い、長年要望が多
かったプラネタリウムのオンライン予約を新たに導入
した。再開館直後、かなり多くの方が来館されたが、
事前の導入シミュレーションを入念に行ってきたた
め、大きな混乱はなかった。
また、通常の投影とは別に、特定のテーマ等を取り
上げた特別投影を閉館後の夜の時間に行った。

一般投影　1,436回　参加者165,258名
特別投影　7回　参加者 1,248名

天文分野の基礎的
な知識から最新の
話題までを紹介す
るなど、広く市民に
対して天文分野へ
の興味関心を喚起
することができた。
再開館直後は来館
者が相当に増える
ことを見込んで、し
ばらくの間、投影回
数を1回増やすこと
で、より多くの市民
のニーズにこたえ
た。

工夫によって、市民
に利用していただく
機会を増やしたこと
を大変評価する。
今後も新たな利用
者獲得、リピーター
増に向けた番組の
充実など工夫を期
待する。
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▼　学習投影
小学校を対象に、学習指導要領及び各学校の教育
課程を踏まえ、理科授業の一環として、天体の動き
などを学習するプラネタリウム投影を行った。

学習投影　151回　参加者 20,201名（小4：162校、小
6：61校）

机上の学習では表
現しにくい天体の動
きについて、プラネ
タリウム内で再現す
ることで児童・生徒
の理解度を高める
ことができた。
団体予約の受入れ
担当と連携、協力し
投影を希望してい
たほぼ全ての市内
小学校の依頼にこ
たえることができ
た。

各学校のスカイライ
ン（360度映像）を投
影しながら、子ども
たちにとってわかり
やすく、効果的な学
習となっていること
を評価する。
子どもたちの天体
への関心が高まる
工夫を今後も期待
する。

▼　オート番組制作・購入
プラネタリウム投影時に上映するオリジナルのオー
ト番組（ドーム全体に投影されるアニメーション動画）
を青少年科学館の特色・独自性を生かして制作した
ほか、市販の番組上映権の購入等を進めた。
・制作
オリジナルオート番組「オーロラを見たい猫　～虹色
のカーテンを探して～」　
・購入
「ドラえもん　宇宙の模型」、「ファーストコンタクト　-
もしも彼らと-」

太陽活動が活発化
している近年、特に
注目度が上がって
いるオーロラをテー
マにした番組を制
作したり、国民的ア
ニメーション番組や
知的好奇心を刺激
する大人向けの作
品を新たに購入す
ることで、幅広い年
齢層に向けた番組
ラインナップを整え
ることができた。

幅広い市民に楽し
んでもらえるような
工夫を凝らした運
営を行っていること
を評価する。
今後も、市民の利
用増が見込めるよ
うな投影を期待す
る。

▼　字幕付きプラネタリウム
耳の不自由な人もプラネタリウムを楽しめるように、
字幕付きの投影を行った。
2回　参加者359名

字幕を付けることで
耳の不自由な利用
者にも健常者にも
プラネタリウムを楽
しんでもらうことが
できた。
字幕を投影するプ
ロジェクターの光が
星空を邪魔しないよ
うに、特製のフィル
ターを自作し対応を
図った。

▼　キッズプラネタリウム
未就学児とその保護者を対象に、童謡やクイズを取
り入れた親子で参加できる特別なプラネタリウムの
投影を行った。

2回　参加者400名

幼児向けの投影素
材を充実させ、対象
年齢に合わせた投
影ができた。
開催した2度とも
早々に満席、売り
切れとなったので、
次年度は定例での
開催を考えたい。
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▼　プラネタリウム祭り
コンサートと投影を組み合わせたり、異分野の団体
と連携した少し変わったジャンルの投影など、プラネ
タリウムの魅力を広く市民へ伝えるために、通常の
投影とは異なった内容を取り入れたプラネタリウム
投影を実施した。

4日間　観覧者3,061名

幅広いジャンルと組
み合わせた内容の
イベントを実施する
ことで、プラネタリウ
ムや星々の魅力を
広く市民に伝えるこ
とができた。
特に札響と連携し
たプラネタリウムコ
ンサートは、全ての
回で満席となり、ま
た、内容も非常に評
判が良かった。

子どもだけでなく、
大人も楽しめるよう
なイベントを開催
し、より多くの市民
にプラネタリウムの
魅力を広める活動
をしたこと評価す
る。

▼　さっぽろ星まつり
モエレ沼公園を会場に、市民の天文への関心を高
めるため、宇宙に関するゲームや工作、天体観望会
等を実施した。

2日間　参加者 約3,750名

天体を観望するの
に適した場所で事
業を実施すること
で、市民の天文へ
の興味を高めること
ができた。
昨年度に引き続き
モエレ沼公園を会
場とした。
昨年度は会場がや
や狭く、全体的に混
雑した状況であった
ため、今年度は広
めの会場を確保す
るとともに、列整理
に細心の注意を
払った。それでも、
イベントによっては
長い行列ができた
り、一時的に混み
合うことは見られた
が、昨年度と比較
すると混雑状況は
大きく改善された。

▼　移動天文台
学校や町内会、青少年育成委員会などからの要請
により、移動天文車と職員及び天文指導員を派遣
し、望遠鏡を用いた天体観望や星空解説を行う観望
会を実施した。

天体観望実施　22回、曇天対応（星の解説）　7回、
中止　8回

広く市民に天体観
望の機会を提供し、
天文知識を普及す
ることができた。
コロナ禍の際に休
止していた、「自由
観望形式」（あらか
じめ参加者を規定
せずに、誰でも自由
に参加できる形式
の観望会）を再開
し、市民の方々の
多様な依頼に対応
できるようにした。
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▼　移動プラネタリウム
青少年科学館に来館できない市内の小学校等を対
象に、移動式プラネタリウムを用いた投影を実施し
た。

40回　参加者949名

地理的な問題など
で来館が難しい子
どもたちにもプラネ
タリウム投影を見て
もらうことができた。
特に、院内学級や
特別支援学校のよ
うな外出そのものが
難しい子どもたちに
とっては、貴重な機
会を提供できた。

アウトリーチ活動
は、新たな利用者
の獲得につながる
とともに、科学館に
来館できない子ど
もたちにとっての貴
重な学習機会の提
供となることから、
更なる事業の拡大
を期待する。

▼　札幌市天文台
天文に関する興味・関心を高めるため、札幌の中心
部にある中島公園内の札幌市天文台を公開し、日
中は太陽を、夜は季節の星座を中心に観望会を実
施した。夜間公開はコロナウイルスの影響がほぼ見
られなくなったことから、以前のように予約しなくても
自由に訪れることができる体制に戻した。

641回（午前、午後、夜間すべて含む）　来台者
26,930名

太陽や季節の星座
の星を中心に、広く
市民に天体観測の
機会を提供すること
ができた。
依然として、海外か
らの観光客が多く
見られ、年間の来
台者数は、過去最
高の数字を記録し
た。
来台者と思われる
方々のSNSなどで
は天文台スタッフの
対応が好意的に書
き込まれ、それが二
次的に広がって更
なる来台者に繋が
るなど、ホスピタリ
ティも高く評価され
たと感じている。

昼間、夜間公開を
通して、多くの市民
等に天文に関する
知識の普及啓発を
行い、観覧者数が
過去最高の2万人
を超えたことを評価
する。嘱託職員の
入れ替えがあって
もこのような取り組
みが継続できるよ
う、具体的な計画
等を策定すること。

▼　宇宙セミナー
宇宙に対する市民の興味・関心を高めるため、第一
線で活躍する専門家を招き最新の天文情報に基づ
く講座を実施した。
講師：JAXA第一宇宙技術部門 衛星利用運用セン
ター技術領域主幹 村木 祐介 氏

1回　参加者167名

宇宙天文分野の最
新情報を含む貴重
な話を、一般の
方々に伝える良い
機会となった。
講師は難しい話を
かみ砕いて話すこ
とに長けており、子
どもたちの関心を上
手に引き出す一方
で、大人の方々が
興味を抱きそうな先
端技術やその使わ
れ方についてもわ
かりやすく解説する
など、全体的に満
足度の高い講演会
を行うことができ
た。



（別紙１）

15

▼　大人のための天文教室
これから星空を楽しみたいという初心者を対象とし
た星の基礎知識や星座早見盤の使い方を学ぶ基礎
講座 「やさしく学ぶ星空教室」、天体写真の撮影方
法等について学ぶ「はじめての天体写真講座」、中
級者向けの「詳しく学ぶ天文教室」を実施した。
やさしく学ぶ星空教室　　1講座（全3回）　参加者28
名
はじめての天体写真講座　1講座（全2回）　参加者
15名
詳しく学ぶ天文講座　1講座（全3回）　参加者40名

初心者から中級者
へ向けて、レベルに
沿った天文教室を
行い、市民への天
文知識の普及啓発
を図った。

老若男女問わず学
習できる場として寄
与していることを評
価する。引き続き幅
広い世代への学習
機会の提供となる
取組に期待する。

▼　親子天文教室
楽しみながら基礎的な天文知識を身につけ、天体へ
の興味・関心を深めてもらうため、小学生とその保
護者を対象に、天文工作と天体観測を組合わせた
天文教室を実施した。
6回　受講者99組247名

親子で天文現象等
について学べる機
会を提供し、親子の
触れ合いと天文分
野の魅力を伝える
ことができた。

▼　天文指導員の養成
天文に興味を持っている学生や一般市民に定期的
に研修や天文事業への参加機会を提供し、天文普
及の一翼を担う人材を養成した。

天文指導員登録者総数　43名

毎月の定例研修や
移動天文台での天
文解説、天文台夜
間公開の補助な
ど、様々な活動機
会を設け、天体観
測の基礎的な知識
を身に付けるととも
に、一般の方々に
対して、物事を「伝
える」技術を学ぶ機
会を提供した。

専門的な人材確保
のため、継続的な
取組を期待する。ま
た、研修機会を通し
て、職員・ボランティ
ア間の連携を強化
し、より市民にとっ
て効果的な事業と
なることを期待す
る。



（別紙１）

16

▽　利用件数等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

展示室 0 335,000 409,306

プラネタリウム 0 128,000 185,442

総計 0 463,000 594,748

事業参加者数 77,504 62,400 87,951

▽　利用促進の取組

▼　天文情報リーフレット「星空散歩」の発行
季節ごとの天体の様子や天文トピックスを掲載し、
館内及び市内公共施設等で配架した。

6回（5・6月号、7・8月号、9・10月号、11・12月号、1・2
月号、3・4月号）　計50,000部

季節ごとの天体情
報に加え、流星群
などの旬の天文現
象を市民に提供し、
広く情報の発信に
努めることができ
た。

▽　展示資料等に関する調査研究及び関係機関等との
協力

▼　科学系博物館等と連携し、協会等が主催する研
修への参加や各種会合へ出席することで、現状の
把握、今後の展望、対策など幅広く情報交換した。

・北海道青少年科学館連絡協議会総会及び第１回
館長会議（北海道青少年科学館連絡協議会）
・道央地区博物館等連絡協議会総会（道央地区博
物館等連絡協議会）
・指定都市科学館連絡協議会（指定都市科学館連
絡会議）
・全国科学博物館協議会理事会・総会（全国科学博
物館協議会）
・全国科学館連携協議会北海道ブロック会議及び第
２回北海道青少年科学館連絡協議会館長会議（北
海道青少年科学館連絡協議会）
・全国科学館連携協議会幹事会・総会・国内研修会
・ミュージアムマネージメント研修
・北海道プラネタリウムWG研修会in札幌　研修担当
館（日本プラネタリウム協議会）
・全国プラネタリウム大会・横浜（日本プラネタリウム
協議会）
・北海道青少年科学館連絡協議会職員研修
・北海道中学校理科研究会　札幌大会
・科学館・博物館若手職員向けグローアップ研修交
流会
・CISEネットワーク会議
・かるちゃるネット

関係機関が主催す
る会議や研修へ参
加し、積極的な情報
交換を行うことによ
り、職員の資質向
上につなげることが
できた。

様々な研修に取り
組み、職員のスキ
ルの向上につなげ
たことを評価する。

（5）施設利用
に関する業
務 R5年度実績 R6年度計画 R6年度実績 再開館に伴い導入

したオンラインチ
ケット購入システム
により、オンライン
チケット購入者のス
ムーズな来館と、当
日発券窓口での待
ち時間の短縮に繋
がり、混雑緩和と利
便性向上に繋がっ
た。

過去最高の利用件
数となったが、混雑
対策を行うなど、利
用者のストレスの
軽減を図ったことを
評価する。
今後も多くの市民
に科学および科学
技術の普及に資す
る取り組みを期待し
たい。

▼ オンラインチケットの導入により、事前にチケット
を購入できるようになったことから、遠方からの来館
時も、プラネタリウムの残席を気にせず来館する事
が可能となり、利用促進につながった。
▼ プラネタリウム年間パスポートの導入により、リ
ピーターの確保につながった。
▼ 実験室のリニューアルに伴い、市内小学生を対
象に「学習実験室」を開催し、学習機会の提供に寄
与することができた。(4,354名参加)
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▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　引継ぎ業務

▼　前年から継続指定のため、引継ぎ業務なし。

２　自主事業その他

▽　自主事業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　その他

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

（6）付随業務

▼　リニューアルされたことに伴う、テレビや新聞等各
社マスコミの多くの取材対応を行い、PRを行った。

▼　昨年リニューアルしたホームページが利用者に
とってより見やすくなるよう、おすすめのイベント情報を
目立つように表示させるような機能を新たに追加し、
科学館の情報発信に務めた。
 また、ウエブアクセシビリティの向上のため、JIS X 
8341-3：2016「附属書 JB（参考）試験方法」に基づき
検査を行い、レベルAA準拠であることを確認した。

マスコミ対応では、
素材提供だけでな
く、可能な限り直接
職員が出演し説明
することで具体的な
PRにつなげた。

ホームページの構
成を工夫し、利用者
に伝わりやすい情
報発信を心がけ
た。

今後も事業の紹介
や結果を含め、幅
広い世代の方にわ
かりやすく伝え、利
用者増につながる
ような工夫した取組
を期待する。

売店では来館者の
ニーズに応えるた
め、特別展やプラネ
タリウムのイベント
に合わせた科学
グッズを販売し、収
入増につながった。

様々な団体の依頼
に応え、イベントを
行うことができた。

▼　売店/事業 科学館の価値を高
めるため、自主事
業の積極的な展開
に期待したい。

売上高　21,936,670円

▼　自動販売機/事業

収入額　8,128,825円

収入額　216,676円

　企業等から依頼を受け、サイエンスショー等を行った。
（あつベンチャー、西区まちづくり協議会、ミュージアムマネ
ジメント研修会、留寿都村、札幌学院大、エア・ウォーター）

▼　物品・印刷物・消耗品等の調達については、特殊なものを
除き、札幌市内の企業等に発注し、積極的な活用に努めてい
る。また、業務の再委託について、入札の指名にあたり、業務内
容等を踏まえ優先的に札幌市内の企業等を選定した。

引き続き、市内企
業、社会福祉団体
の活用を期待す
る。

▼　物品の購入・印刷物作成などの発注を行う際、その内容・金
額等の条件が許す範囲において、社会福祉団体等を活用した。

▼　事業運営において、障がい者が利用しやすい環境づくりに
取組んだ。
・字幕付きプラネタリウムの実施

聴覚にハンディが
ある方へ向けた字
幕付き投影の実施
など事業実施時
に、障がい者が利
用しやすい環境づく
りに取り組むことが
できている。

多様な市民が利用
しやすい場となるよ
う工夫がされてお
り、評価する。
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３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ科学館全体の満足
度についてのアン
ケート結果は「とて
もよかった・よかっ
た」が95％以上と
なっており、利用者
にとって満足度が
高かったことがうか
がえる。

寄せられたご意見
に関しては、すぐに
対応することが難し
いものについても真
摯に受け止め、将
来的なサービス向
上へつなげていき
たい。

実施方
法

来館者へアンケートへの協力を呼びかけ、サンプリン
グ調査を実施した

全てのアンケート項
目において、「とて
もよかった・よかっ
た」の割合が目標
を10ポイント以上上
回っており、リ
ニューアル初年度
において、利用者
の満足度が高い結
果となったことを評
価する。
一方で、リニューア
ル前と比べて、科
学館全体の満足度
と職員の対応の項
目で、「とてもよかっ
た」の割合が10ポイ
ント以上減少してい
ることから、今後
は、高い満足度を
維持しつつ、「とて
もよかった」と感じ
ていただける人が
増えるような取組み
を期待したい。

結果概
要

回答数：目標400件に対し、697件

科学館全体の満足度（目標80％）
とてもよかった（43.2％）/よかった（54.5％）/ふつう
（2.0％）/よくなかった（0.3％）/とてもよくなかった（0％）

職員の対応（目標80％）
とてもよかった（44.3％）/よかった（53.7％）/ふつう
（1.7％）/よくなかった（0.2％）/とてもよくなかった
（0.1％）

科学館における事業に関する満足度（目標80％）
とてもよかった（68.4％）/よかった（22.6％）/ふつう
（8.6％）/よくなかった（0.4％）/とてもよくなかった（0％）

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

【意見・要望】
・団体予約を電話のみでなく、FAXでも受け付けてほし
い
・人気のある展示物は事前に整理券を配布していた
が、整理券を取得したまま戻らない来館者がおり、他
の来館者が利用出来ないことがある　等

【対応】
・先着で駐車場やプラネタリウムの座席を取り合うこと
から電話のみでの受付としていたが、次年度の一般
団体予約受付において一部FAXによる一斉受付を導
入した。
・一部の展示物で整理券の配布を取りやめ、来館者に
直接並んでいただくこととした
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４　収支状況

▽　収支 （千円） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

項目

収入 493,871 559,170 65,299

指定管理業務収入 481,121 528,888 47,767

指定管理費 364,105 354,811 ▲ 9,294

利用料金 105,030 156,678 51,648

その他 11,986 17,399 5,413

自主事業収入 12,750 30,282 17,532

支出 503,683 504,785 1,102

指定管理業務支出 490,762 484,497 ▲ 6,265

自主事業支出 12,921 20,288 7,367

▲ 9,812 54,385 64,197

利益還元 0 0 0

法人税等 60 1,092 1,032

純利益 ▲ 9,872 53,293 63,165

▽　説明

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

▼　当団体の財務状況等は良好である。

適 不適

▼　各条例の規定に則り、全て適切に対応している。

▼　情報公開請求は無かった。

▼　オンブズマン対応は無かった。

リニューアル初年度
で、広報活動にも力
を入れたことによ
り、来館者数が大
幅に増加し、利用
料金や売店等自主
事業収入も増加と
なった。
指定管理業務支出
については、設備
業務委託費を削減
することができたた
め支出を抑えること
ができた。
以上のことから令
和6年度決算の純
利益は53,293千円
となり、単年の収支
では大幅な黒字と
なった。

R6年度計画 R6年度決算 差（決算-計画） 計画よりも自主事
業収入を増やした
ことを評価する。次
年度は利用料金収
入が減少すると予
想されることから、
収入と支出のバラ
ンスをとり健全な運
営に努めていただ
きたい。

収入-支出

▼指定管理業務収入には、賃金スライド、光熱費補填を含んで
いる。

▼指定管理業務支出は計画よりも、委託費の削減ができた。

▼自主事業収入と支出の増加は、主に売店売上高と自動販売
機収入の増加と、それに伴う売店仕入れ費用の増加が要因。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

▼　協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）につい
て、暴力団員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかっ
た。
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Ⅲ　総合評価

【指定管理者の自己評価】

総合評価 次年度以降の重点取組事項

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

　展示物大規模 リニューアル及び施設の長寿命化等
の改修工事に伴い、令和５年度は休館していたが、令
和６年４月に再開館し、開館以来最多の来館者を迎え
ることができた。特に再開館直後とGW期間は非常に混
雑していたが、新たに取り入れたオンラインでの事前予
約の効果で、発券や入館の待ち時間を従前より大幅に
減らすことができた。

　展示事業については、夏休み冬休み期間にそれぞれ
「科学捜査」「半導体」に関する特別展を実施した。道内
で機運が高まる半導体のテーマでは、千歳市に工場を
建設しているラピダスや、今後の半導体分野の人材育
成を担う北海道大学や公立千歳科学技術大学などと連
携して実施した。その他、環境教育に関連した「環境科
学展」、札幌市が推進するGXに関する「秋のスペシャル
ウィークス　エネルギーの未来を考えよう！」と題した企
画展を、様々な企業団体と連携し実施することができ
た。

　天文事業については、小学校4年生向けの「学習投
影」、小さなお子様向けの「キッズプラネタリウム」、札幌
交響楽団とのコンサート等の含む「プラネタリウム祭り」
など、様々な層に向けたプラネタリウムの投影を実施し
た。その他、「移動天文台」「さっぽろ星まつり」等を市内
各地で実施し、天体観望の機会を提供することができ
た。また、新たに取り入れたプラネタリウム年間パス
ポートやスタンプカードによる特典でリピーターの確保
に努めた。

　令和７年度は、再開館から１年を迎えるが、科学館の設
置目的を達成するための事業の水準が例年を下回らな
いよう注力するほか、新展示物のメンテナンスなど維持
管理に努める。

　リニューアル需要や露出増が落ち着いてくることが予想
されるが、夏休み冬休み前等効果的タイミングで取り上
げてもらえるよう、計画的に報道機関等に働きかけてい
く。また、リニューアル需要で来館した方が繰り返しリピー
ターとして来館して楽しんでいただけるような取り組みを
検討していきたい。

　再開館により、過去最高の観覧者数に達したにも関
わらず、常設展示のみならず、実演展示、企画展示、特
別展示、アウトリーチ事業などにより幅広い市民に科学
を楽しく学べる場を提供しており評価する。

　リニューアル等により、初めて科学館を訪れた市民
が、再度訪れたいと思っていただけるような一層市民に
親しまれる施設となることを期待する。
　また、令和７年度はリニューアル２年目となり、リ
ニューアル効果が薄れることが予想されることから、自
主事業や他企業との連携や、イベントの開催をするな
ど、市民にとって科学を楽しく学べる場を引き続き提供
するためにはどのようなことが可能かという視点を持
ち、運営するよう努めること。

　業務検査において、労使協定で定める時間外労働時間
を超過した事例が判明したため、改善するよう助言し、そ
の後は超過した職員がいないことを確認した。令和６年
度はリニューアルに伴って業務が繁忙となり、時間外労
働時間が増えてしまったものと推察されるが、その分、職
員の労務管理に気を配る必要があったと考える。今後は
職員の労働環境の向上に一層務め、より良い利用者
サービスの提供に繋げていただきたい。
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